
「２０２０ＴＤＭ推進プロジェクト」ってご存知ですか？

Transportation Demand Management

来年 2020 年の夏、56 年ぶりとなる東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。

開催期間中は国内だけにとどまらず世界中から多くの人が東京を訪れるため、道路や公共交通機関に深刻
な混雑が発生することが予想されています。
　そんな問題を解決するために 2020TDM推進プロジェクトが発足しています。
　　　　　TDM＝Transportation Demand Management（交通需要マネジメント）

オリンピック開催期間：2020 年 7月 24日（金）～ 8月 9日（日）
パラリンピック開催期間：2020 年 8月 25日（火）～ 9月 6日（日）

大会期間中に何も交通対策を行わなかった場合…

首都高の渋滞は約２倍に悪化 鉄道利用者が約１割増加

日常のように渋滞している首都高速ですが、大会期間中は想像を超えた渋滞が予想され
ます
また高速道路だけでなく、一般道もかなりの影響を受けることとなります
特にＯＴＳのある葛西～臨海副都心の臨海部は多くの競技会場等が集中しており、毎日
慢性的な渋滞となります

▲2020 年 7月 31 日（13 時～ 16 時）のシミュレーション

東京都の大会準備局が作成した、 影響を受けやすい企業の

チェックリストを見てみると ・ ・ ・

　✓競技会場の近くに事業所 /取引先がある

　✓高速道路を利用する

　✓昼間の車利用が多い

　✓宅配便をよく使う

　✓輸出入を伴う事業を行っている

　✓臨海部からの納品がある

　✓よく使うルートが大会の影響を受けるエリアを通る

物流業界は大きな影響を受けるのは必至のようです＞＜

▲OTSからほど近い葛西理解公園隣接都有地に建設中の
カヌー・スラロームセンター（会場イメージ図）

56年ぶりの国を挙げての一大イベント。

楽しみにされている方も多いのではないでしょうか。

オリンピック ・パラリンピックをより良いイベントにするためにも

人の集中により道路 ・交通機関の問題は全員で協力し考えて

いく問題なんだと感じました。

【2020TDM推進プロジェクト」 についてより詳細が気になる

方は 検索2020TDM
本部広報　金光
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◆センター研修
OTS の研修で注目すべきはやはりセンター研修です。
この Open TalkS! を読んで頂いている方の中にはご存知の方も多いかもしれませんが、
OTS は葛西センター、堀江センター、湾岸センター、臨海センター、新砂センター、L&V
センターの６つのセンターがあります。その内５つのセンターが徒歩移動圏内であり、残り
の１センターも電車でたった２駅で行くことが出来る距離に位置しています。
その立地を活かして新入社員は一定期間ずつ各センターを訪れ、それぞれのセンターで用意
された研修を受けていきます。
こうして各センターを回ることで実際現場ではどのような仕事をしているのか、どのような
先輩社員が働いているのかを見て感じることができ、先輩社員もどのような新人が入ってき
たのかを知ることができるいい機会となっています。
私の時は各センターで約 10 日間ずつ研修を行ってもらいました。時間がた
っぷりとられていた分じっくり様々なことを教えて頂きましたが、各方面か
ら「長すぎる」との声が上がったのか、今年は各センター２日間ずつと大幅
に短縮されておりました。
いきなり大幅に期間を短くして大丈夫なのかと少々驚くかもしれませんが、
新入社員のスタッフ達に話を聞いてみると社員たちの顔と名前を知り、
また知ってもらう期間と考えるとこれで十分だと感じていたようです。
また、OTS 全体として比較的業務が落ち着いているときに正式に配属に
なった方が、落ち着いて業務が覚えられると話していました。
確かに、私の時は繁忙期に配属されてあわただしい中業務を覚えていったので、そのあたり
を考慮すると今年のスケジュールの方が良いのかもしれません。
余談になりますが、今年はまだ研修日程に組み込まれていなかったようですが、新たに
L&V センターもできたので来年以降はそこでの見学、研修も期待したいですね。

Transportation Demand Management

◆本部研修
入社して最初の１～２週間は主に本部でビジネスマナーや各種規則、制度などの座学を行
います。中には中途社員や入社２年目の先輩社員と合同で行
うものもあり、良い交流の場にもなっています。
私も昨年マナー研修を先輩方と受けましたが、経験値の差を
感じると同時に自分もこうなりたいという目標を立てるいい
機会だったと感じています。

OTS では新入社員のために様々な研修を用意し、 毎年新たな意見を取り入れ

て改善、 グレードアップしています。

ここでは昨年 OTS に新入社員として入社した私 （葛西センター広報 岩崎） が

１年前を振り返りながら今年の研修の様子について紹介したいと思います。


